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論文の内容の要旨 
 村山友樹氏の博士学位論文は、種々の疾患に用いられる Glucocorticoids（GC）の Rev-erbα（Nr1d1）





ば問題となり、その軽減は重要な課題である。GC のレセプターである GR は様々な転写活性を持つ転
写因子であり、GC の薬理作用の多くはこの転写活性を介して発現しているが、そのメカニズムの詳細



















胞においても認められ、Bmal/Clockの発現下において GRおよび DEX依存性の Nr1d1のプロモータ
ー活性が抑制されることを、複数の細胞株で確認している。さらに、Nr1d1プロモーター上の Ebox領
域のみに限定しても同様の抑制が認められることから、著者は、GRが Ebox上でNr1d1を抑制してい











配列に対する抑制効果であることを明らかにした。同様な様式は、これまでに AP-1 や NF-κB などの
遺伝子でも報告されているが、著者は今回の GRと Bmal/Clockとの複合体形成も新たにこのリストに


























平成 31年 2月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
  
 
